
大村市議会だより

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
に
つ
い
て

古
閑
森　

秀
幸　

議
員

Ｑ 
都
市
・
居
住
機
能
を
集
約
し
た
コ

ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化
を
目
指
す
都
市
再
構
築
戦
略
事
業

の
指
定
を
受
け
、
富
の
原
地
区
の
整
備

が
計
画
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
３
月
議
会
の
一

般
質
問
に
お
い
て
も
取
り
上
げ
た
が
、

宅
地
化
が
ま
す
ま
す
進
行
し
て
い
る
富

の
原
地
区
の
、
整
備
さ
れ
て
い
な
い
狭

い
市
有
地
農
道
の
整
備
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

Ａ 

富
の
原
地
区
の
市
有
地
農
道
の
整

備
に
つ
い
て
は
、
議
員
や
地
域
の

皆
様
と
現
地
を
確
認
し
た
が
、
居
住
機

能
の
充
実
を
図
る
上
で
、
市
道
認
定
さ

れ
て
い
な
い
部
分
の
、
市
道
と
し
て
の

整
備
の
可
能
性
や
側
溝
の
対
応
に
つ
い

て
前
向
き
に
検
討
し
て
取
り
組
み
た
い

と
考
え
て
い
る
。

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の

　

街
づ
く
り
構
想
は
４
地
区
に

村
上　

信
行　

議
員

Ｑ 

国
か
ら
都
市
再
構
築
戦
略
事
業
の

指
定
を
受
け
た
が
、
そ
の
内
容
は

ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
。
ま
た
、
本

市
の
ま
ち
づ
く
り
に
ど
の
よ
う
な
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
、
国
の
制
度
を
ど
の
よ

う
に
活
用
で
き
る
の
か
。
ま
た
、
コ
ン

パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
大

村
地
区
と
新
大
村
駅
周
辺
と
北
部
車
両

基
地
と
考
え
て
い
る
が
、
市
役
所
を
西

大
村
地
区
に
移
転
さ
せ
４
カ
所
に
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

Ａ 
都
市
再
構
築
戦
略
事
業
の
内
容
に

つ
い
て
は
、
都
市
・
居
住
機
能
を

集
約
す
る
地
域
を
設
定
し
、
公
共
交
通

の
充
実
や
多
極
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
の
コ

ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
を
推
進
し
、
高
齢
者

等
に
安
心
で
快
適
な
生
活
環
境
を
提
供

す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
メ
リ
ッ
ト

に
つ
い
て
は
、
国
か
ら
の
交
付
金
が
40

パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
50
パ
ー
セ
ン
ト
に
な

る
こ
と
で
今
後
、
強
力
な
ま
ち
づ
く
り

を
行
え
る
こ
と
だ
と
思
う
。
ま
た
、
西

大
村
地
区
に
市
役
所
を
移
転
さ
せ
４
拠

点
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
具
体
的

な
計
画
の
中
に
、
市
庁
舎
の
位
置
づ
け

を
行
う
べ
き
だ
と
考
え
る
。

「
市
民
の
気
持
ち
、

　
　
　

市
民
の
声
」
に
つ
い
て

城　

幸
太
郎　

議
員

Ｑ 

市
民
の
声
を
聴
く
方
法
と
し
て「
わ

た
し
の
提
言
箱
」
と
い
う
も
の
が

市
役
所
や
各
出
張
所
の
入
口
に
設
置
さ

れ
て
い
る
が
、
残
念
な
こ
と
に
大
変
見

え
に
く
い
状
態
に
あ
る
。
地
区
別
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
は
年
１
回
の
開
催
で
あ
る
が
、

投
書
は
１
年
中
可
能
で
あ
り
、
人
前
で

の
発
言
が
苦
手
な
人
の
提
言
や
意
見
を

聴
く
こ
と
が
で
き
る
。
図
書
館
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
病
院
、
ス
ー
パ
ー

等
へ
の
提
言
箱
の
設
置
場
所
の
増
加
を

提
案
す
る
。

Ａ 

現
在
、
市
役
所
と
各
出
張
所
の
８

カ
所
に
提
言
箱
を
設
置
し
て
い
る

が
、
例
え
ば
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

や
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど
設
置
場
所
を
よ

く
考
え
て
、
現
在
の
２
倍
程
度
で
あ
る

15
箱
か
ら
16
箱
ぐ
ら
い
に
ふ
や
そ
う
と

考
え
て
い
る
。

人
口
減
少
に
よ
る
税
収
減
の

　
　
　

予
測
と
対
応
に
つ
い
て

城　

幸
太
郎　

議
員

Ｑ 

我
が
大
村
は
人
口
増
加
が
続
く
数

少
な
い
自
治
体
で
は
あ
る
が
、
現

状
の
少
子
化
や
東
京
一
極
集
中
が
継
続

す
れ
ば
２
０
４
０
年
に
は
総
人
口
が
約

５
パ
ー
セ
ン
ト
、
生
産
年
齢
人
口
は
約

13
パ
ー
セ
ン
ト
減
少
し
、
逆
に
65
歳
以

上
の
高
齢
者
は
30
パ
ー
セ
ン
ト
増
加
す

る
。
生
産
年
齢
人
口
が
減
少
す
れ
ば
当

然
、
市
税
の
減
収
が
考
え
ら
れ
る
が
、

そ
の
試
算
は
行
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

そ
の
対
策
は
考
え
て
い
る
の
か
。

Ａ 

人
口
減
少
、
特
に
生
産
年
齢
人
口

の
減
少
は
税
収
に
も
あ
る
程
度
の

影
響
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
が
、
経
済

等
の
状
況
が
不
透
明
な
中
で
、
現
時
点

で
20
年
以
上
先
の
税
収
の
試
算
を
行
う

こ
と
は
現
実
的
で
は
な
い
と
思
っ
て
い

る
。
ま
た
、人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て
は
、

子
育
て
に
対
す
る
さ
ら
な
る
支
援
の
強

化
や
地
場
産
業
の
育
成
・
支
援
、
新
幹

線
効
果
に
よ
る
交
流
人
口
や
定
住
人
口

の
増
加
な
ど
を
考
え
て
い
る
。

行
財
政
・
一
般
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